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カムチャツカは，日本に秋から冬にかけて渡来する多くの鳥類の繁殖地や中継地のひと

つとして重要な地域と考えられており，最近になって日本に渡来するヒシクイの繁殖・換

羽地，ユリカモメの繁殖地であることが具体的に明らかにされている（須川1983,呉地

1986)．これら渡り鳥を保護するためには，それらの繁殖地，中継地，越冬地などを明ら

かにすると同時に，生態，生息環境などに関する研究も必要である．

1991年７月上・中旬に日ソ渡り鳥保護条約にもとづく両国の共同調査が，カムチャツカ

のクロノツキー生物圏保護区を中心にして行なわれた．ごく一部ではあるが森林，湿原，

ツンドラなどカムチャッカの主要と考えられる環境で鳥類の生息状況を調べることができ

た．これらの調査結果の概要とオオワシの営巣状況について報告する．

調査団は，日本側から梅木賢俊，幸丸政明，佐藤文男，樋口広芳，藤巻裕蔵，柳津紀夫

の６名，ソ連側からクロノツキー生物圏保護区の研究者Ｓ,Ａ・Alekseev，Ｅ,Ｇ､Lobkov，

Ａ,Ｖ､Ladyginの３名，レンジヤーＶ,Aksenov，Ｒ,Chuprinの２名，国家自然保護委員

会の，.Ａ・Banin，Ｎ､Alenina，NDobrovolskayaの３名である．

調査地と調査方法

調査を行なったのは，クロノツキー生物圏保護区内の３か所（ウゾン山カルデラ，ゲイ

ゼル谷，セミャチク潟)，アヴァチャ川下流部の湿原，エリゾヴォの計５か所である（図１)．

クロノツキー生物圏保護区は半島東側の北緯54～55度に位置し，東西に100kｍ，南北に

60kｍで，陸域の面積964,000ha，沿岸海域を含めると1,099,000haである（Sokolov＆

Syroechkhovskyl985)．保護区内の３調査地は西端に位置する．

ウゾン山カルデラは，広さ１２×９ｋｍでまわりが山に囲まれている．まわりの山は標高
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図１．調査地位演図．Ａ：アヴァチャ川，Ｂ：クロノツキー生物圏保護区，１：アヴァチャ川下流，

２：エリゾヴォ，３：ウゾン，４：ゲイゼル，５：セミャチク．

Ｆｉｇ．１．Amapshowingthelocationofstudyareas．Ａ：AvachaRiver，Ｂ：Kuronotsky

NaturalBiosphereReserve，１：LowerreachesofAvachaRiver,２：Elizovo，３：Ｕｚｏｎ，

４：Geizer,５：Semyachik．

800ｍ以上あり，最高峰は北西部のウゾン山（1,617ｍ）である．カルデラ内は標高650ｍで，

平坦ないしはやや起伏があり，南西部と西部はやや低く，おもに沼・湿地で，中央部は温

泉の出ている「テルマリノエ・ポーリェ（暖かな野原)」である．この部分にも大小の沼

があり，中には熱水が出ている温泉沼もある．一番大きいツェントラリノエ沼は冷水で，

その周囲は湿原状になっているが，歩いていても湿原のようにひどくぬかることもなく，

｢モークルィ（湿潤な）ツンドラ」といわれている．小高くなっているところではキバナ

シャクナゲ，イソツツジ，倭生化したヤナギ類などの木本類，丈の低い草本類，ハナゴケ

などの地衣類があり，「クスタルニコヴィ（低木の）ツンドラ」といわれている．ところ

によっては，このような中にハイマツやダケカンバの疎林が見られる．さらに，カルデラ

周囲の斜面の大部分はハイマツやミヤマハンノキの低木林である．

ゲイゼル谷は，ウゾン山カルデラから16kｍほど南に下ったところにある深い谷である．

標高450ｍであるが，森林帯上部にあたり，ここから下にはダケカンバ林が多く，上方は

ハイマツやミヤマハンノキの低木林や高茎草原である．この標高付近では，ダケカンバ林，

ハイマツやミヤマハンノキの低木林，高茎草原がモザイク状になっている．高茎草本では

オニシモツケ，エゾニュウ，オオハナウド，バイケイソウ，ハンゴンソウ，ワラビが目に

ついた．

セミャチク潟は保護区の西端にある海岸沿いの潟湖で，海岸沿いに７ｋｍほどの長さで

ある．湖と海の間は，砂浜，砂丘草原，湿原となっており，内陸側では湖から湿原，それ

に続いて高茎草原やダケカンバ林になっている．湿原では川沿いにヨシが多く，あとはス
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ゲやイネ科草本類がおもなものである．ただヤチ坊主のようなものは見られなかった．周

辺のダケカンバ林の樹高は低く，せいぜい10～15ｍである．また全体に立木密度はかなり

疎で，林床には高茎草本が茂り，草原の中にダケカンバが疎生しているような部分もある．

このようなダケカンバ林は，公園のように樹木が疎生しているという意味で「パルコヴィ・

レス（公園的森林)」といわれている．

アヴァチャ川は，カムチャツカ半島の東側山岳地帯であるヴォストチュヌィ山脈の一部

をなすガナルスキー山脈に源を発し，アヴァチャ湾に注ぐ．下流平野部は北緯53度にあり，

川は河口近くで大きく蛇行し，その周辺部は湿原となっており，面積は約18×８ｋｍであ

る．湿原周辺部ではイソツツジ，ツルコケモモなどが多いが，川に近づくにつれミズゴケ，

ミツガシワ，スゲ類などが主となって，かなり湿潤となる．

エリゾヴォ市はペトロパフロフスク・カムチャツキーの北西25kｍに位置している．調

査したのは，街はずれの保養所周辺のダケカンバ高木林である．

調査は７月２～12日に行なった．調査期間中，天候が悪かったため，観察時間はあまり

多くなく，１日に２～４時間である．上述の調査地を歩きながら出現する鳥類を随時記録

したが，ゲイゼル谷（２か所)，セミャチク潟（２か所)，エリゾヴォ（１か所）では線セ

ンサスを行なった．線センサスでは，歩く速度は約２ｋｍ/hで，観察幅は片側25ｍづつ，

計50ｍであった．

結果と考察

カムチャツカでは，代表的な環境において鳥類を観察できた．すなわち，エリゾヴォで

はおもに低地の高木林，アヴァチャ川下流部の湿原，ウゾン山カルデラでは山岳ツンドラ，

山地の湖沼，低木林，高茎草原，ゲイゼル谷では森林限界付近の低木林と高木林，シュト

ルム岬からセミャチク潟にかけては海岸，セミャチク潟では潟湖，湿原，低地の高茎草原

と高木林である．

１．エリゾヴォ

エリゾヴォではダケカンバを中心とした川沿いの林で，ツツドリ，ノゴマ，シマゴマ，

メボソムシクイ，コガラ，ゴジュウカラ，カシラダカ，カワラヒワ，アカマシコ，ウソ，

カササギ，ワタリガラスなどが観察された（表ｌ）．とくにアカマシコ，メボソムシクイ，

カシラダカなどが目立った．林と林の間に広がる湿地では，シマセンニュウやカッコウが

見られた．シマセンニュウは湿地のあるところには必ず生息していた．アヴァチャ川沿い

の疎林や草原では，コアカゲラ，カシラダカ，ツメナガセキレイ，シマセンニュウ，オオ

ジュリン，アカマシコがよく観察された．川にはユリカモメの群れやアジサシが見られた．

２．アヴァチャ川下流部

アヴァチャ川下流部の湿原ではおもにユリカモメの集団繁殖地の観察を行なった．集団

繁殖地は湿原の中でも湿潤な部分にあり，調査団の一員であるLobkovによると約33,000

つがいが営巣するという．1978年には５，０００つがいであったので（Lobkovl986)，その後

のっがい数の増加が急激であったことがうかがえる．巣はスゲなどがあってやや高くなっ

た部分につくられており，密度の高い部分では巣間距離は70ｃｍ～１ｍしかなかった．巣

内には，幼綿羽の幼烏，ふ化直後のまだ幼綿羽が乾燥していない幼鳥，まだふ化していな

い卵が見られた．この湿原では，このほかマガモ，オナガガモ，ヒバリシギ，タカブシギ，

／
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表１．エリゾヴォのダケカンバ林における線センサスの結果（1991年７月３日，６：００～７：３０，３

ｋｍ)．

Table１．Countsofbirdsalonga50m×３kmtransectinabirchforestinElizＯＶＯ（July

３，１９９１，６:00-7:30)．
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観察個体数

Ｎｏ．ｏｆindividuals
種 Species

ホウロクシギ，タシギ（抱卵中のｌ巣を発見)，ツメナガセキレイなどが観察された．

３．ウゾン山カルデラ

ウゾン山カルデラのツェントラリノエ湖ではオオハクチョウの巣が１つあり，抱卵中で

あった（くわしくは，藤巻１９９１参照)．このほかオオハクチョウは，非繁殖個体と思わ

れるものが５～８羽の群れで見られた．この湖にはアカエリカイツブリ（湖内で３巣)，

マガモ，コガモ，ヒドリガモ，スズガモ，ピロードキンクロ，コオリガモ，ユリカモメゴ

アジサシなどの水鳥がいた．湖の中州にユリカモメの集団繁殖地があったが，これはカム

チャツカで最も標高の高いところにある例である（Lobkovl986)．温泉湖の岸近くには

メダイチドリ，ハクセキレイ（亜種血ge"s）がよく見られ，このほかオガワコマドリ，

ユキホオジロも見られた．

ハソンドラでは，ヒバリシキ，タカブシギ，アオアシシギ，タシギ，アカエリヒレアシシ

ギなどのシギ類が普通に生息しており，多くはないが，ハマシギ，キアシシギ，オグロシ

ギもいた．これらのうちヒバリシキ，タカブシギ，タシギ，アカエリヒレアシシギの４種

では巣を発見した．これらの巣はすべて抱卵中で，７月８日にはふ化したばかりのヒバリ

シギ３羽も観察した．タシギは空中ディスプレイをしているものが目立った．シギ類のほ

かには，ツメナガセキレイ（亜種Ｓｉｍ“、α）も多く，ヌマライチョウ，ヒバリ，ムネア

カタヒバリ，ツメナガホオジロなどが観察された．ツメナガセキレイの巣は５つ見つかつ

カッコゥ

ツツドリ

アカゲラ

コアカゲラ

ハクセキレイ

ピンズイ

シマゴマ

ノゴマ

シマセンニュゥ

メポソムシクイ

ゴジュゥヵラ

カシラダカ

カヮラヒヮ

アカマシコ

ウソ

スズメ

カササギ

ハシポソガラス

ワタリガラス

Cucu血ｓｃａＦｚｏｒｕｓ

Ｃｓａ虹ratus
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Ｄ､ｍｍｏｒ

ＭＯｔａｃｊ〃ααＪ６ａ
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Ｅｒ』ぬacussjb〃α"Ｓ

Ｅ;ｃα〃jope

Locuste〃αochoZe"sjs

PhyZZoscOpusboreα〃ｓ

副ttaeuropaea

Em6erjzarus〃ca

CardUe〃ｓｓｍｉＣａ

ＣｂｚｍｏｄａＣｕｓｅｒシthF･加哩s

Eyr'ohujapyrrhuZa

PtzssermoFztα皿s

Picapjca

Coruuscorone

Ccora難

２
２
１
１
２
１
２
１
２
７
２
５
１
７
２
７
１
７
２



Ｂ

たが，抱卵中が育雛中であった．

低木林ではアカマシコが最も多く，ノゴマ，シマセンニュウ，ギンザンマシコ，オガヮ

コマドリも観察された．低木林やダケカンバ疎林にはメボソムシクイやカシラダカが多く，

ツグミ，カワラヒヮ，ベニヒワも観察された．

また，ツェントラリノエ湖ではほかにアビやショウドウツバメの群れ，カルデラ内でア

マツバメの群れなども見られた．

４．ケイゼル谷

ゲイゼル谷の低木林・高茎草原では，シマセンニュウ，アカマシコ，カシラダカが比較

的多かった．（表２)．メボソムシクイは線センサスの観察帯では記録はされなかったが，

数は多く，この４種が主要種であった．このほかツメナガセキレイ，ノゴマ，カヮラヒワ，

ベニヒワなどが見られた．沢沿いのダケカンバ林や高茎草原ではシマセンニュウが多く

(表２)，このほかビンズイやクロジも観察された．この線センサス区の一部は沢沿いの裸

地となっており，イソシギはここで記録された．沢内にはこのほかシノリガモ（つがい)，

ハクセキレイ，また崖地ではハギマシコがいた．

Lobkov（1986）によると，クロノツキー生物圏保護区のミヤマハンノキ低木林やダケ

カンバ林ではメボソムシクイとカシラダカの２種が優占種であるが，ここではこのような

林と高茎草原とがモザイク状に組み合わさっているため，草原性のシマセンニュウも多かつ

表２．ゲイゼル谷高茎草原・低木林(Ａ）と高茎草原・高木林(B）における線センサスの結果（Ａ：

1991年７月１０日５：００～５：３０，１ｋｍ．Ｂ：1991年７月１０日６：００～６：３０，１ｋｍ)．

Table２．Ｃｏｕｎｔｓｏｆｂｉｒｄｓａｌｏｎｇａ５０ｍ×lkmtransectinGeizerValley．Ａ：Tallgrass‐

landandshrubs（July10,1991,5：００－５：３０)．Ｂ：Tallgrasslandandforest（July１０，

１９９１，６：００－６：３０)．

イソシギ

カッコウ

ツメナガセキレイ

ハクセキレイ

ビンズイ

ノゴマ

シ マ セ ン ニ ュウ

メボソムシクイ

カシラダカ

クロジ

カヮラヒヮ

ベニヒヮ

アカマシコ

観察個体数
Ｎｏ．ｏｆｉｎｄｉｖｉｄｕａｌｓ

種 Species

１
＋
１
１

Ａ

注）＋は片側25ｍの観察範囲以外の記録．

Speciesobservedoutsidethetransectarerepresentedwithaplusmark．
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４

１

１

１

１

１

１

＋
２

＋
＋
５
＋
１

＋
２
３



アオァシシギ

オグロシギ

ユリカモメ

アジサシ

ツツドリ

ツメナガセキレイ

セジロタヒバリ

ノゴマ

シマセンニュゥ

メポソムシクイ

オジロビタキ

コガラ

アトリ

カシラダカ

シマアオジ

オオジュリン

アカマシコ

ワタリガラス

たのであろう．

５．海岸

海岸沿いで観察を行なったのは，シュトルム岬からセミャチク潟にいたる約８ｋｍであ

る（この距離はLobkovによるが，４時間弱ほど歩いているので実際はもっと長いと思わ

れる)．この間では海鳥が見られ，最も多かったのはオオセグロカモメで，ほかにミツユ

ビカモメ，シロカモメ（若鳥）が比較的よく見られた．そのほかヒメウ，シノリガモ，ウ

ミバト，マダラウミスズメが見られた．シノリガモは海触崖にいるものが多かった．

６．セミャチク潟

セミャチク潟の湿原における線センサスでは，ユリカモメ，ツメナガセキレイ，シマセ

ンニュウが多かった（表３)．このほかカモ類ではマガモ，スズガモが多く，ヒドリガモ

もいた．シギ類ではタカブシギ，アオアシシギ，オグロシギ，ホウロクシギ，タシギがよ

く観察された．７月11日15時30分ごろ，干潮時の潟湖の北半分で採食していたこれらのシ

ギ類は，約200羽（ホウロクシギ30羽以上，オグロシギ約140羽，アオアシシギ約30羽）で

あった．カモメ類ではユリカモメのほかに，オオセグロカモメ（非繁殖個体の群れ)，ア

表３．セミャチク潟湖の湿原(Ａ）と高茎草原・高木林(B）における線センサスの結果（Ａ：1991年

７月11日５：１５～５：５５，１ｋｍ．Ｂ：1991年７月12日５：１５～５：４５，１ｋｍ)．

Table３．Countsofbirdsalonga50m×１kmtransectinSemyachik．Ａ：Ｂｏｇ（July１１，

１９９１，５：１５－５：５５)．Ｂ：Tallgrasslandandforest（July12,1991,5：１５－５：４５)．

Z1rmga凡ebuJaria

LimosaJjmosa

La池srjdjbu凡dus

SZemahjru"do

Ct4cujussa虹ratus

MOzaci"α/ＺａＵａ

ＡｎｔｈｕｓｇｕｓＺａＵｊ

Ｅ〉･jZhacuscα〃jOPe

Locuste〃αochote凡ｓｊｓ

Ｐｈｙ〃oscOpus6oreaZis

庇ceduIapaF･Ｕａ

Ｐとzrusmontanus

F1r･mgi"αｍｏ凡t妙mgj"α

EmberjzamsZjca

ELaureoJa

ELschoe"icjus

Ctz叩ｏｄａｃｕｓｅｍﾉthF･加uｓ

ＣｏｒＵｕｓｃｏｒａ範

観察個体数
Ｎｏ．ｏｆindividuals

種 Species

＋

Ａ Ｂ

１
１
３
１
２
１
２
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６

＋
＋
５
２

８
十

２
十

１
１

注）＋は片側25ｍの観察範囲以外の記録．

Speciesobservedoutsidethetransectarerepresentedwithaplusmark．
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ジサシ，コシジロアジサシの４種がおり，湖岸に近い湿潤な部分にはアジサシ２種の集団

繁殖地があった．両種の巣は互いにそれほど離れていなかったが，異種の混成繁殖地はま

れではない（Lobkovl986)．今年は６月の大雨のため湖の水位があがり，アジサシ類の

巣が水没したため，７月の調査時点ではやりなおし繁殖で，繁殖地内に巣数はあまり多く

なかった．湿原に営巣するアジサシ類の繁殖成功率は，水位の変動に大きく影響され，繁

殖つがい数は年によってかなり違うことが知られている（Lobkovl986)．アジサシとコ

シジロアジサシの巣をそれぞれ１個を見つけたが，いずれもｌ卵ずつであった．スズメ目

ではツメナガセキレイとシマセンニュウのほかに，セジロタヒバリ，シマアオジ，オオジュ

リンなどが見られた．

湿原に続く高茎草原とダケカンバ林における線センサス区では，メボソムシクイ，コガ

ラ，カシラダカ，アカマシコが比較的多く（表３)，このほかノゴマ，オジロビタキ，マ

キノセンニュウ，シマセンニュウ，ゴジュウカラ，アトリ，ウソなどが観察された．ダケ

カンバ林は全般にかなり疎であるため，林内でもシマセンニュウやマキノセンニュウのよ

うな草原性鳥類が普通に見られた．

７．オオワシの営巣状況

オオワシの巣は４例調査した．ｌ例はウゾン山カルデラ内斜面のダケカンバ上，別の１

例はシュトルム岬の岩上，ほかの２例はセミャチク潟周辺のいずれもダケカンバ林の樹上

につくられていた．ダケカンバ林の２例の巣は，それぞれ湖や草原などの開けた環境を臨

む段丘斜面の中ほどと，斜面の上にある林の比較的高い樹上につくられていた．セミャチ

クの２巣の巣間距離は約２ｋｍであった．ウゾン山カルデラの巣は，フマロリノエ湖の岸

(崖上）に生えているダケカンバ上にあった．この巣の内部を見ることはできなかったが，

巣上と近くの樹上に成鳥がいたことから，ここで繁殖していることは確実と思われる．カ

ムチャツカにおけるオオワシの繁殖期の分布は，海岸沿いとカムチャツカ川沿いなので

(Lobkov＆Neifeldtl986)，このように山中に営巣するのは珍しく，ここの例はカムチャ

ツカでも唯一である．ここでオオワシが繁殖できるのは，ツェントラリノエ湖から出てい

るシュムナヤ川に体長60ｃｍ前後もあるイワナの１種（Sajuejmusa吻加us）が生息し，こ

れが食物となっていることによる．

セミャチク潟のダケカンバ林の２巣の営巣木は，胸高直径30～40ｃｍ，樹高約15ｍで，

巣は地上１０ｍくらいにあった．カムチャツカではダケカンバに営巣する場合は地上６～１０

ｍが多く（Lobkov＆Neifeldtl986)，今回観察した例はほぼ平均的なものといえる．樹

上の巣の計測はできなかったが，直径は1.5ｍ程度，厚さはｌ～1.5ｍであった．シュトル

ム岬の巣は，海岸から岬状に海に突き出た岩の上にあり，樹上の巣のように巣材が厚く積

んである状態ではなかった．

ヒナ数はシュトルムでは１羽，セミャチクでは１羽と２羽であった．セミャチクとシュ

トルムの３巣ではヒナはかなり大きく，すでに正羽がほぼ生えそろっており，セミャチク

の３羽には標識をつけることができた．なおダケカンバに巣がある３例とも，そのそばに

カササギが営巣していた．

おわりに

カムチャツカ東部におけるこの調査では，計97種の鳥類を記録した．Lobkov（1986）
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によれば，カムチャツカで繁殖する鳥類として約170種があげられている．短期間で少な

い調査地点での調査であったが，その57％もの種数を記録できたことになる．これには，

調査地の鳥相が豊かであったこと，調査地がカムチャツカにおける典型的ないくつかの環

境を含んでいたことなどが考えられる．

また，９７種のうち日本に生息していない種はヌマライチヨウ１種だけであった．これは，

日本とカムチャツカの鳥類相がきわめて類似していることを示すひとつの証であろう。今

後両国の同地における交流が，いっそうさかんになることが望まれる．
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要約

1．カムチャツカ半島東部のクロノツキー生物圏保謹区（ウゾン山カルデラ，ゲイゼル谷，セミャチ

ク潟)，アヴァチャ川下流部，エリゾヴォの計５か所で，1991年７月２～12日に鳥類，とくにオオ

ワシの営巣状況について調査を行なった．

２．５か所の調査地で，計97種の鳥類が観察された．

3．低地（エリゾヴォ，セミャチク潟）のダケカンバ林では，メボソムシクイ，コガラ，カシラダカ，

アカマシコが多く，このほかノゴマ，シマゴマ，ゴジュウカラ，ウソなどが観察された．

4．アヴァチャ川下流部の湿原にはユリカモメの大集団繁殖地があり，このほかマガモ，タカブシギ，

タシギ，ツメナガセキレイなどが観察された．

5．カルデラ内のツンドラでは，ヒバリシキ，アオアシシギ，タカプシギ，タシギ，アカエリヒレア

シシギなどのシギ類，ヒバリ，ツメナガセキレイ，ツメナガホオジロなどが観察され，低木林では

アカマシコ，ノゴマ，シマセンニュウ，メボソムシクイ，カシラダカなどが観察された．湖沼では

アカエリカイツブリやオオハクチョウが営巣し，スズガモ，クロガモ，コオリガモ，ユリカモメな

どが見られた．

6．ゲイゼル谷のハンノキ低木林や高茎草原では，ツメナガセキレイ，シマセンニュウ，メボソムシ

クイ，アカマシコ，カシラダカなどが観察された．

7．セミャチク潟の湿原では，タカブシギ，アオアシシギ，オグロシギ，タシギなどシギ類，ユリカ

モメ，アジサシ，コシジロアジサシ，ツメナガセキレイ，セジロタヒバリ，シマセンニュウ，シマ

アオジオオジュリンなどが観察された．

8．オオワシの巣は４例あり，１例はカルデラ内斜面のダケカンバ上，１例は海岸の岩上，２例は海

岸に近いダケカンバ林の樹上につくられていた．林の営巣例では，巣は，一方が開けた環境を臨む

ところにあった．
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